○減量計画書の記入方法（諸注意）
・｢廃棄物管理責任者｣をまず選任し，計画を作成してください。

・ごみの減量化や資源化に取り組んでいくためには，まず建物からでるごみの実態を把握し，その上で具体的な減量目標を設定してください。
・建物内にテナントなどが入居している場合，取りまとめて記入してください。
・量が分からない場合は，収集運搬業者や資源回収業者にも確認したり，また，ごみの種類別に１週間程度計量した後，年間排出量を算出してみてください。
・ごみの発生量，資源化量並びに処分量は1年間(4月1日～翌年3月31日まで)の量をトン単位(小数点第２位を四捨五入)で記入してください。（合計欄も記入）
【表】

・｢廃棄物管理責任者｣の役職名は，例えば〇〇会社総務部長，庶務課長，管理課長･･･など具体的役職名を記入してください。
・｢ＯＡ用紙｣とは，コンピュータ用紙，コピー用紙，事務用紙などです。｢その他の紙｣とは，１～５以外で，ちり紙，カーボン紙，紙コップ，封筒，カタログ，各種包装紙等です。
・｢厨芥類｣とは，食堂から出る残飯やオフィスから出る茶穀などです。｢容器包装プラスチック類｣とは家庭から排出されるものに準じたペットボトル，弁当の容器，菓子袋などです｡ただし，ペットボトル・弁当の容器などであっても，小売業（ス－パ－・コンビニ等），飲食業，宿泊業，自動販売機等から出されるものは産業廃棄物です。産業廃棄物と一般廃棄物の区分を明確にし，市の施設で受け入れできるプラスチックだけを記入してください。
・｢発生量｣は，事業所内で発生した｢一般廃棄物」すべてを記入してください。例えば自動販売機での業者が引き取ったものも発生量に含みます。
・｢資源化量｣は，ごみ発生量のうち資源として再生利用した量で，資源回収業者に搬入されたものなどをいいます。自動販売機の業者が引き取ったものでも，資源化されたものは資源化量で記入してください。
・｢容器包装プラスチック類｣は，市のリサイクル工場へ搬入されたものは資源化量で記入してください。
・｢処分量｣は，発生量から資源化量を差し引いた数字になります。
・｢資源化率｣(Ｂ＋Ａ)は，パ－セントで小数点第１位まで記入してください。
・焼却などの自己処理している場合も処分量に含みますが，裏面の自己処理欄にその方法と量を記入してください。
・｢前年度実績の自己評価｣｢本年度におけるごみ減量の取り組み｣については，事業系紙ごみ等の減量及び再資源化の取り組み状況について具体的に記入してください。
なお，容器包装を用いる事業者（所）は，容器包装の使用の合理化を推進するため，容器包装の排出抑制，食品関連事業者（所）は，食品廃棄物の排出抑制の取り組み状況について，別紙｢本年度における排出抑制等の取り組み｣に具体的に記入してください。書き切れない場合は別紙に記入し添付してください。
【裏】
・｢業種｣欄は別添業種例示を参照ください。
・｢ビル管理会社名｣ 欄はビルの管理会社名を記入してください。
・｢一般廃棄物処理業者｣欄は事業系一般廃棄物の収集運搬を委託している場合，その委託(許可)業者名と，廃棄物の種類及び処分量を記入してください。
・「産業廃棄物処理業者」欄は産業廃棄物の収集運搬を委託している場合，その委託(許可)業者名と，廃棄物の種類及び処分量を記入してください。
・｢自己処理｣とは処分量の内，自社内での処理等で，市の処理施設に搬入しないものをいいます。
・｢資源回収業者｣欄は取引先の回収業者名，資源化量，資源回収品目，及びその運搬収集を行った業者名も記入してください。（自己持ち込みの場合は，自社と記入）
・｢分別区分｣以下の欄は，該当の□に印をし，（ ）内空欄にも必要事項を記入してください｡
・｢分別区分・保管場所の有無｣欄は，事業系一般廃棄物と産業廃棄物の各廃棄物の保管状況について該当の□に印をし，（ ）内空欄にも必要事項を記入してください。












